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本
会
主
催
の
新
春
恒
例
行
事
で
あ
る
「
新
春
剪
定
大
会
」
が
津
軽
地
区
で
は
７
日
に
鶴
田
町
廻
堰
、

県
南
地
区
は
８
日
に
三
戸
町
泉
山
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
大
会
は
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）
に
第
１
回
を
開
催
し
て
か
ら
50
年
目
、
更
に
本
会

創
立
70
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
の
最
初
の
行
事
と
云
う
こ
と
も
あ
り
、
各
剪
定
会
場
に
は
多
く
の

生
産
者
が
集
ま
っ
た
。
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▼
…
日
本
の
最
低

賃
金
が
都
道
府
県
平

均
で
時
給
７
８
０

円
、
先
進
国
の
中
で

最
低
だ
そ
う
だ
。
元

岩
手
県
知
事
の
増
田
寛
也
氏

は
、
著
書
で
日
本
の
最
低
賃
金

を
時
給
１
０
０
０
円
以
上
に
上

げ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
や
っ
て
い
け
な

い
企
業
は
淘
汰
さ
れ
る
べ
き

と
。
県
内
の
り
ん
ご
園
の
雇
用

労
賃
は
１
日
５
０
０
０
～
６
０

０
０
円
、
時
給
７
０
０
円
前
後

で
、
最
近
、
雇
用
労
働
力
の
確

保
が
難
し
い
と
聞
く
。

　

▼
…
昨
年
、
10
月
に
ア
メ
リ

カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
り
ん
ご

栽
培
状
況
を
見
る
機
会
を
得

た
。
20
年
ほ
ど
前
に
訪
ね
た
と

平
成
27
年
度  

り
ん
ご
学
校
の
お
知
ら
せ

新
規
就
農
者･

一
般
生
産
者
向
け
講
座 

第
６
講

▼
期
　
　
日
：
平
成
28
年
２
月
12
日
（
金
）

▼
集
合
場
所
：
り
ん
ご
協
会　

２
階
会
議
室

▼
受
　
　
付
：
午
前
９
：
00
～
９
：
20
ま
で

▼
内
　
　
容
：【
午
前
９
：
30
～
11
：
30
】

　
　
　
　
　
　

○
講
義
「
剪
定
の
あ
れ
こ
れ
」

　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
本
会　

奈
良
正
史
技
師

　
　
　
　
　
　
【
午
後
13
：
00
～
15
：
00
】

　
　
　
　
　
　

○
現
地
「
自
然
災
害
に
強
い
樹
体
作
り
」

　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
平
川
市
唐
竹
支
会　

内
山
国
仁
氏

▼
参
加
費
：
会
員
３
０
０
０
円　

非
会
員
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

新
規
就
農
者
及
び
女
性
生
産
者
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
資
料
、
交
通
費
、
弁
当
代
含
む
）

▼
申
込
締
切
日
：
平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）
ま
で

▼
申
込
先
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７
２
―
27
―
６
０
０
６

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
７
２
―
27
―
６
０
０
８

き
は
、
レ
ッ
ド
デ
リ
シ
ャ
ス
の

価
格
低
迷
で
、
伐
採
り
ん
ご
園

が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
今
回
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル
の
高
密

植
園
が
凄
然
と
広
が
り
、
再
び

活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
感
じ

が
し
た
。
り
ん
ご
園
で
働
い
て

い
る
の
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の

出
稼
ぎ
者
で
、
安

い
労
働
力
を
確
保

で
き
、
羨
ま
し
い

と
思
っ
て
い
た
ら
、
彼
ら
の
賃

金
は
能
力
給
で
支
払
わ
れ
る
が

時
給
に
す
る
と
10
Ｕ
Ｓ
㌦
、
日

本
円
で
１
２
０
０
円
だ
と
聞
い

て
驚
い
た
。
し
か
も
、
働
き
の

よ
い
人
材
を
毎
年
確
保
す
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
上
乗
せ
が
必

要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
収
穫
時

の
賃
金
は
品
種
ご
と
に
州
政
府

時
給
千
円

が
決
め
る
。ふ
じ
で
１
ビ
ン（
３

５
０
㌔
㌘
箱
）
当
た
り
28
Ｕ
Ｓ

㌦
（
３
３
０
０
円
）、
早
い
人

で
は
４
ビ
ン
収
穫
す
る
そ
う
で

一
日
１
万
円
以
上
稼
ぐ
こ
と
に

な
る
。

　

▼
…
り
ん
ご
園
の
雇
用
労
賃

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も

同
じ
く
時
給
１
０

０
０
円
以
上
で
、

周
辺
の
島
々
か
ら

の
出
稼
ぎ
者
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
で
や
っ
て
来
る
若
者
を

利
用
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
は
、
彼
ら
若
者
に
り

ん
ご
園
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
斡

旋
す
る
業
者
が
あ
り
、
雇
い
た

い
人
数
、
期
間
を
伝
え
る
と
園

地
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
る
。

　

▼
…
日
本
で
も
し
他
の
先
進

国
並
み
に
最
低
賃
金
が
時
給
１

０
０
０
円
以
上
に
な
っ
た
ら
、

青
森
県
の
り
ん
ご
栽
培
は
ど
う

な
る
の
か
。
今
の
１
・
５
倍
の

労
賃
で
は
や
っ
て
い
け
な
く
な

る
の
か
、
は
た
ま
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
る
の
か
。

　

▼
…
ま
た
、日
本
は
14
の
国
・

地
域
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

制
度
を
締
結
し
、
日
本
に
や
っ

て
く
る
若
者
は
年
間
１
万
人
い

る
そ
う
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
よ
う
に
彼
ら
を
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
り
ん
ご
園
で
雇

用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
も
お

も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
。
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▼
…
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
中

央
部
に
広
が
る
青
々
と
し
た
り

ん
ご
園
は
、
目
を
み
は
る
景
観

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

り
ん
ご
園
は
赤
・
青
・
乳
白
色

の
ネ
ッ
ト
で
被
覆
さ
れ
、
そ
の

景
観
は
劇
的
に
変
わ
る

か
も
知
れ
な
い
。
欧
州

で
は
、
雹
害
対
策
と
し
て
り
ん

ご
園
に
ネ
ッ
ト
を
被
覆
し
て
お

り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
も
１
６

０
０
㌶
で
実
施
し
て
い
る
。

　

▼
…
米
国
北
西
地
方
は
強
い

日
射
が
長
く
続
く
こ
と
か
ら
、

日
焼
け
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
日
焼
け
防
止
に
は
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
樹
上
水
散

布
に
よ
る
冷
却
を
行
っ
て
い
る

が
、そ
の
作
業
は
煩
雑
で
あ
る
。

　

▼
…
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学

の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
は
、
赤
、

青
、
乳
白
色
の
ネ
ッ
ト
を
り
ん

ご
園
に
被
覆
し
、
日
焼
け
防
止

効
果
を
検
討
し
、
そ
の
効
果
に

着
色
ネ
ッ
ト
で
日
焼
け
防
止

字
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
は
本

会
創
立
70
年
と
な
る
記
念
の

年
。
当
時
は
戦
時
中
に
よ
る
肥

料
・
薬
剤
な
ど
の
物
資
不
足
と

り
ん
ご
園
耕
作
転
換
令
に
加

え
、
病
害
虫
と
の
壮
絶
な
戦
い

な
ど
の
中
、
澁
川
傅
次
郎
氏
が

町
、
県
南
地
区
が
三
戸
町
に
会

場
や
剪
定
講
師
を
新
た
に
開
催

し
た
新
春
剪
定
大
会
に
は
、
前

述
の
花
芽
状
況
へ
の
対
応
方
法

な
ど
多
く
を
学
ぶ
た
め
に
沢
山

の
生
産
者
が
参
集
し
た
。
同
大

会
は
昭
和
41
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
丁
度
半
世
紀
。
50
年
と

い
う
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ

り
、
現
在
で
は
本
県
り
ん
ご
生

産
者
の
年
始
行
事
や
各
々
の
剪

定
作
業
の
ス
タ
ー
ト
合
図
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

積
み
重
ね
と
言
え
ば
り
ん
ご

手
帳
の
表
紙
に
も
金
文
字
で
印

積
み
重
ね
の
た
め
に

　

お
正
月
は
雪
片

付
け
が
要
ら
な
い

穏
や
か
な
天
候
で

新
年
を
迎
え
た
。

り
ん
ご
の
輸
出
を

始
め
国
内
の
販
売
状
況
も
堅
調

で
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
調
子

で
本
年
も
良
い
出
来
秋
を
迎
え

ら
れ
る
様
に
願
い
た
い
。

　

た
だ
、
気
に
掛
か
る
の
が
、

本
年
の
花
芽
着
生
状
況
で
あ

る
。最
大
の
特
徴
で
あ
る
の
が
、

弱
小
芽
率
が
平
年
の
２
・
８
倍

に
当
た
る
約
42
％
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
津
軽
が
鶴
田

め
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

創
設
者
の
澁
川
傅
次
郎
氏
曰

く
、り
ん
ご
作
り
は
仲
間
作
り
。

単
に
り
ん
ご
だ
け
生
産
し
て

も
、
そ
の
後
に
は
何
も
残
ら
ず

ジ
リ
貧
に
な
っ
て
し
ま
う
。
安

定
良
品
生
産
や
後
継
者
教
育
、

り
ん
ご
作
り
の
環
境
を
守
る
意

味
で
も
組
織
は
要
で
あ
り
、
本

会
が
、
そ
れ
を
担
っ
て
き
た
。

　

本
会
は
上
か
ら
の
命
令
や
法

律
な
ど
で
作
ら
れ
た
団
体
で
は

無
く
、
り
ん
ご
生
産
者
が
自
主

的
に
集
ま
っ
て
、
自
分
達
を
守

ろ
う
と
し
て
結
成
し
た
民
間
団















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



















て
い
る
。
防
虫
効
果
を
検
討
し

た
所
も
あ
る
。
過
度
の
遮
光
は

生
産
力
を
落
と
す
が
、
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
よ
う
な
日
射
が
豊
富

な
所
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

　

▼
…
着
色
ネ
ッ
ト
の
材
質

に
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
被
覆
の
コ
ス
ト
は
栽

培
様
式
な
ど
で
異
な
る

が
、
10
㌃
当
た
り
２
２

５
０
～
３
０
０
０
㌦
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
の
材
質
保
持
の
た
め
、

冬
期
間
は
巻
き
取
る
と
い
う
コ

ス
ト
が
か
か
る
。

（G
ood F

ruit G
row

er

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
号
）

　

黒
石
市
北
美
町　

一
木　

茂

自
信
を
深
め
て
い
る
。

　

▼
…
赤
、
青
、
乳
白
色
の

ネ
ッ
ト
は
日
光
の
透
過
を
22
％

減
少
さ
せ
る
。
諸
外
国
の
研
究

に
よ
る
と
、
赤
色
は
着
色
を
増

進
さ
せ
、
青
色
は
栄
養
成
長
を

抑
え
、
乳
白
色
は
日
光
の
分
散

を
促
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

体
で
あ
る
。
会
員
は
約
６
０
０

０
人
で
あ
る
が
、
り
ん
ご
生
産

者
や
関
係
業
者
も
ま
だ
沢
山
あ

る
。
役
職
員
は
勿
論
だ
が
、
会

員
個
々
が
信
念
と
自
信
を
も
っ

て
、
剪
定
講
習
会
や
各
種
会
合

な
ど
機
会
あ
る
度
に
、
自
ら
の

仲
間
で
あ
る
会
員
の
増
強
に
積

極
的
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

今
ま
で
の
歴
史
や
伝
統
、
栽

培
技
術
の
伝
承
を
１
人
で
も
多

く
の
方
々
に
伝
え
、
積
み
重
ね

続
け
る
こ
と
が
り
ん
ご
産
業
の

維
持
発
展
に
繋
が
る
と
信
じ

る
。

中
心
と
な
っ
て
生
産
者
、
移
出

業
者
、
加
工
業
者
ら
の
参
加
を

得
な
が
ら
昭
和
21
年
に
青
森
県

り
ん
ご
協
会
が
誕
生
し
た
。
立

法
、
教
育
、
協
同
を
行
動
綱
領

と
し
、
り
ん
ご
産
業
発
展
の
た

　

今
年
か
ら
津
軽
・
県
南
両
地

区
と
も
に
会
場
と
講
師
陣
を
新

た
に
３
年
継
続
の
１
年
目
と
し

て
開
催
し
た
。
津
軽
地
区
で
は

は
じ
め
て
鶴
田
町
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
会
前
日

と
当
日
に
は

地
元
鶴
田
町

支
会
連
の
メ

ン
バ
ー
凡
そ

70
名
が
集
ま

り
万
全
の
体

制
で
迎
え
る

な
か
、
地
元

開
催
を
喜
ぶ

西
北
五
地
域

の
生
産
者
が

例
年
以
上
に

多
く
、
総
勢

凡
そ
千
人
が

集
ま
っ
た
。

集まった全員で景気づけの頑張ろう三唱（鶴田町会場）

地元講師の説明に参加者も真剣な眼差し（泉山会場）

　

大
会
に
先
立
ち
本
会
福
士
会

長
の
年
頭
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

鶴
田
町
の
相
川
正
光
町
長
と
Ｊ

Ａ
つ
が
る
に
し
き
た
の
三
上
純

一
組
合
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し

た
あ
と
、
本
会
の
木
村

篤
志
青
年
部
長
の
掛
け

声
で
参
加
者
全
員
景
気

づ
け
の
頑
張
ろ
う
三
唱

を
行
っ
た
。

　

一
方
、
県
南
会
場
で

あ
る
三
戸
町
泉
山
の
園

地
に
お
い
て
は
凡
そ
３

０
０
人
の
生
産
者
が
集

ま
る
中
、
三
戸
町
の
竹

原
義
人
町
長
が
駆
け
付

け
激
励
の
挨
拶
を
行
っ

た
あ
と
で
剪
定
会
の
開

　

県
り
ん
ご
果
樹
課
は
５
日
、

平
成
28
年
産
り
ん
ご
（
ふ
じ
）

の
花
芽
着
生
状
況
調
査
結
果
を

　

斎
藤
昌
美
顕
彰
会
（
会
長

葛
西
一
二
氏
）
は
９
日
、
弘

前
市
り
ん
ご
公
園
内
に
あ
る

「
ふ
じ
」
の
準
原
木
の
剪
定

会
を
行
っ
た
。
剪
定
講
師
を

務
め
た
同
会
元
会
長
の
斎
藤

鉄
顕
氏
（
弘
前
市
一
野
渡
）

は
集
ま
っ
た
凡
そ
40
名
を
前

に
、
ふ
じ
の
剪
定
要
点
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
。

催
と
な
っ
た
。

　

各
会
場
で
は
来
場
者
が
講
師

発
表
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
年

の
ふ
じ
の
花
芽
分
化
率
は
56
・

７
％
と
平
年
の
62
・
８
％
を
や

に
良
品
生
産
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
聞
く
場
面
も
見
ら
れ
、
剪
定

に
対
す
る
高
い
関
心
と
、
今
年

の
り
ん
ご
作
り
に
向
か
う
高
い

意
識
が
伺
わ
れ
た
。

新春剪定大会50年の節目に1300人集う
会場を新たに３年間の初回スタート
津軽は鶴田町で初開催

今
年
の
花
芽

適
正
量
確
保
も
弱
小
芽
多
い

斎
藤
昌
美
顕
彰
会

ふ
じ
準
原
木
の
剪
定
会
を
開
催

や
下
回
っ
た
も
の
の
、
適
正
の

範
囲
内
と
し
た
。
た
だ
し
、
横

径
３
㍉
以
下
の
弱
小
芽
の
割
合

は
42
・
３
％
と
平
年
の
14
・
８
％

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

今
回
の
調
査
は
本
会
が
県
の

委
託
を
受
け
て
、
先
月
18
～
22

日
に
か
け
て
県
内
38
地
点
54

樹
（
津
軽
：
33
地
点
46
樹
、
県

南
５
地
点
８
樹
）
の
枝
齢
５
年

生
程
度
の
枝
を
南
北
各
２
本
採

取
し
て
調
査
し
た
も
の
で
、
こ

れ
を
目
安
の
ひ
と
つ
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
園
地
で
剪
定
す
る
際

は
、
花
芽
の
状
況
を
し
っ
か
り

確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
欲
し

い
。


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中　

弘　

地　

区

慎重に審査する職員

　

昨
年
産
は
春
先
か
ら
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
生
育
も
順
調
に
進
ん
だ
中
、
収
穫
直
前
に
２
度
の
強
風
に
よ
っ
て
落
果
及
び
ス
リ
傷
果
が
多

く
発
生
し
た
も
の
の
、
収
穫
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
食
味
、
着
色
は
良
好
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
例
年
同
様
に
各
支
会
で
り
ん
ご
品

評
会
が
行
わ
れ
、多
く
の
逸
品
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
で
掲
載
す
る
。　
（
順
不
同
、敬
称
略
）

（
出
品
22
点
、
入
賞
８
点
）

▼
乳
井
支
会

▽
優
賞　

對
馬　

一　

▽
金
賞　

成
田　

浩

憲　

▽
銀
賞　

成
田　

英
謙

（
出
品
９
点
、
入
賞
３
点
）

▼
薬
師
堂
支
会

▽
優
賞　

花
田　

喜
久
男
、
小
笠
原　

聡　

▽
金
賞　

吹
田　

和
人
、
木
村　

家
寿
夫　

▽
銀
賞　

小
笠
原　

悟
、
白
取　

輝
夫

（
出
品
19
点
、
入
賞
６
点
）

英
弘　

▽
金
賞　

高
谷　

斉
、
高
谷　

節
夫

▽
銀
賞　

小
山
内　

広
、
福
沢　

康
弘
、
戸

田　

功
、
前
田　

朋
也　

▽
銅
賞　

小
山
内

義
美
、
小
山
内　

清
悦
、
高
谷　

正
弘
、
前

田　

正
行
、
太
田　

光
弘
、
前
田　

晴
恒
、

前
田　

貞
文
、
高
谷　

幸
博
、
対
馬　

伸
一
、

対
馬　

博
喜

［
王
林
・
金
星
の
部
］

▽
優
賞　

高
谷　

斉　

▽
準
優
賞　

前
田　

和
男　

▽
金
賞　

小
山
内　

広
、
太
田　

光

弘　

▽
銀
賞　

高
谷　

陽
一
、高
谷　

英
治
、

高
谷　

誠
吾
、
高
谷　

幹
雄　

▽
銅
賞　

小

山
内　

啓
晃
、
小
山
内　

清
悦
、
小
山
内　

満
、
三
上　

剛
、
福
沢　

康
弘
、
竹
内　

芳

彦
、
高
谷　

幸
博
、
対
馬　

博
喜

（
出
品
68
点
、
入
賞
34
点
）

▼
小
沢
支
会

▽
最
優
秀
賞　

山
形　

淳　

▽
優
秀
賞　

井

澤　

憲
一
、
白
濱　

不
二
男　

▽
金
賞　

山

形　

拓
也
、
今　

朋
幸　

▽
銀
賞　

白
濱　

公
樹
、
古
山　

基
、
白
濱　

不
二
男
、
石
山

重
美
、
石
山　

優
、
山
形　

弘
晃
、
今　

直

雅　

▽
銅
賞　

石
岡　

柾
喜
、井
澤　

文
明
、

石
岡　

拓
志
、
石
山　

修
、
白
濱　

鉄
也
、

下
山　

一
明
、
山
形　

勝
亮
、
石
岡　

忠
治
、

山
形　

昭
憲
、
古
山　

勉
、
下
山　

剛
、
山

形　

拓
也
、
山
形　

正
人

（
出
品
52
点
、
入
賞
25
点
）

▼
悪
戸
支
会

▽
優
賞　

粟
嶋　

裕
季　

▽
金
賞　

粟
嶋

裕
季
、
蒔
苗　

浩
明　

▽
銀
賞　

蒔
苗　

浩

明
、
小
山
内　

孝
志　

▽
銅
賞　

蒔
苗　

浩

明
、
石
岡　

照
久（

出
品
16
点
、
入
賞
７
点
）

▼
下
湯
口
支
会

▽
金
賞　

齋
藤　

学
、
石
岡　

秀
行　

▽
銀

賞　

竹
村　

拓
己
、
石
岡　

勇　

▽
銅
賞　

齋
藤　

達
也
、
石
岡　

満
明

（
出
品
19
点
、
入
賞
６
点
）

▼
一
野
渡
支
会

▽
優
賞　

斉
藤　

和
昭　

▽
金
賞　

山
下　

正
嗣　

▽
銀
賞　

斉
藤　

昌
二
、
山
下　

花

道　

▽
銅
賞　

斉
藤　

恵
司
、山
下　

善
弘
、

斉
藤　

匡
一

（
出
品
20
点
、
入
賞
７
点
）

▼
清
水
中
央
支
会

▽
最
優
秀
賞　

三
上　

正
仁　

▽
金
賞　

吉

﨑　

敏
彥
、
原
田　

具
昭　

▽
銀
賞　

外
崎

日
出
城
、
川
村　

将
喜　

▽
銅
賞　

三
上　

孝
、
森
山　

泰
一　

▽
最
高
糖
度
賞　

外
崎

日
出
城

橋　

正
弘
、
高
橋　

貴
志
、
高
橋　

孝
樹
、

山
崎　

好
明

（
出
品
21
点
、
入
賞
10
点
）

▼
泉
田
支
会

▽
最
優
秀
賞　

千
葉　

強　

▽
金
賞　

小
山

内　

豊
、
泉
田　

寿
富　

▽
銀
賞　

千
葉　

み
ど
り
、
千
葉　

慎
司
、
葛
西　

優　

▽
銅

賞　

千
葉　

栄
一
、
山
崎　

義
明
、
泉
田　

正
道
、
泉
田　

勉
、
千
葉　

久
雄

（
出
品
27
点
、
入
賞
11
点
）

▼
鬼
沢
・
堂
ケ
沢
支
会
（
合
同
）

▽
協
会
長
賞　

藤
田　

康
平　

▽
金
賞　

鳴

海　

忠
弘　

▽
銀
賞　

小
野　

誠
司
、
藤
田

賢
一
、神　

久
一　

▽
銅
賞　

鳴
海　

正
樹
、

神　

久
一
、
山
崎　

公
貴

（
出
品
18
点
、
入
賞
８
点
）

▼
吉
川
支
会

利
徳　

▽
銅
賞　

佐
藤　

寛
道

（
出
品
８
点
、
入
賞
３
点
）

▼
鼻
和
支
会

▽
金
賞　

福
沢　

亮
一　

▽
銀
賞　

鳴
海　

祐
一　

▽
銅
賞　

前
田　

淳

（
出
品
16
点
、
入
賞
３
点
）

▼
新
岡
支
会

［
ふ
じ
・
王
林
の
部
］

▽
優
等
賞　

佐
藤　

裕
介　

▽
金
賞　

佐
藤

裕
真　

▽
銀
賞　

佐
藤　

修
司　

▽
銅
賞　

田
中　

幸
樹

［
葉
と
ら
ず
ふ
じ
の
部
］

▽
優
等
賞　

佐
藤　

修
司

（
出
品
17
点
、
入
賞
５
点
）

▼
五
代
支
会

▽
優
等
賞　

白
取　

英
樹　

▽
金
賞　

竹
谷

亮　

▽
銀
賞　

木
村　

芳
文　

▽
銅
賞　

山

本　

悠
介
、
木
村　

芳
文

（
出
品
24
点
、
入
賞
５
点
）

▼
馬
子
橋
支
会

▽
金
賞　

村
上　

稔　

▽
銀
賞　

花
田　

勝

▽
銅
賞　

村
上　

静

（
出
品
９
点
、
入
賞
３
点
）

▼
葛
原
支
会

▽
金
賞　

田
村　

晃
市
郎

▽
銀
賞　

田
村　

龍
壱　

▽
銅
賞　

対
馬　

浩
二

（
出
品
９
点
、
入
賞
３
点
）

▼
五
所
支
会

▽
金
賞　

三
浦　

義
光　

▽
銀
賞　

山
内　

和
之
、

三
上　

英
治　

▽
銅
賞　

成
田　

守
、
山
内　

芳
宏

▽
努
力
賞　

山
内　

勝
治

（
出
品
13
点
、
入
賞
６
点
）

▼
紙
漉
沢
支
会

▽
優
賞　

清
野　

英
勝　

▽
金
賞　

成
田　

正
俊　

▽
銀
賞　

成
田　

祐
介　

▽
銅
賞　

成
田　

要
、
成
田　

馨

（
出
品
22
点
、
入
賞
５
点
）

▼
東
目
屋
支
会
連

▽
金
賞　

三
上　

雄
大
②
、
吉
谷　

誠
、
西

沢　

陸
奥
人
、
吉
谷　

新
一　

▽
銀
賞　

伴

優
幸
②
、
吉
谷　

悟
、
佐
々
木　

亨
、
米
沢

正
智　

▽
銅
賞　

繁
田　

悦
男
②
、
夏
目　

華
向
、
佐
々
木　

潤
、
伴　

優
幸
、
中
村　

正
喜
②
、
吉
谷　

悟
、
吉
谷　

信
夫
②

（
出
品
70
点
、
入
賞
20
点
）

▼
弘
前
西
地
区

▽
金
賞　

外
崎　

俊
司
、
河
越　

一
之
、
本

田　

孝
治
②
、
鈴
木　

伸
忠　

▽
銀
賞　

鈴

木　

伸
忠
、
葛
西　

猛
、
工
藤　

弘
喜
、
古

川　

静
輝
、
葛
西　

康
史　

▽
銅
賞　

小
山

内　

智
則
、
水
島　

亨
、
小
山
内　

勝
彦
、

佐
々
木　

昌
光
、
川
村　

寛
樹

［
大
玉
コ
ン
テ
ス
ト
］

三
上　

晃
良
（
北
斗
）、小
山
内　

秀
男
（
シ

ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
）、
小
山
内　

智
則
（
世
界

一
）、相
馬　

俊
道
（
ふ
じ
）、赤
石　

力
（
王

林
）

（
出
品
30
点
、
入
賞
20
点
）

▼
蒔
苗
支
会

▽
優
賞　

蒔
苗　

雅
也　

▽
準
優
賞　

蒔
苗

貴
子　

▽
金
賞　

長
尾　

洋
一
、
蒔
苗　

弘

文　

▽
銀
賞　

笹　

大
樹
、
小
嶋　

勇
成
、

工
藤　

千
宜
、
蒔
苗　

健
司

（
出
品
15
点
、
入
賞
８
点
）

▼
鶴
田
支
会

▽
優
賞　

久
保
田　

晴
亮　

▽
金
賞　

川
村

正
人　

▽
銀
賞　

前
田　

智
之
、
佐
々
木　

堅
太
郎　

▽
銅
賞　

高
屋　

和
巳
、
佐
々
木

堅
太
郎
、
川
村　

正
人

（
出
品
11
点
、
入
賞
７
点
）

▼
中
別
所
支
会

［
ふ
じ
の
部
］

▽
優
賞　

竹
内　

芳
彦　

▽
準
優
賞　

前
田

▼
前
坂
支
会

▽
優
賞　

石
郷
岡　

鉄
宏　

▽
金
賞　

三
浦

勝
美　

▽
銀
賞　

工
藤　

実
、
佐
々
木　

昌

光　

▽
銅
賞　

工
藤　

弘
喜
、
工
藤　

実

（
出
品
９
点
、
入
賞
６
点
）

▼
下
高
杉
支
会

▽
優
賞　

鈴
木　

伸
忠　

▽
金
賞　

本
田　

孝
治　

▽
銀
賞　

川
村　

寛
樹　

▽
銅
賞　

葛
西　

猛

（
出
品
８
点
、
入
賞
４
点
）

▼
楢
の
木
支
会

▽
優
賞　

高
橋　

哲
史　

▽
金
賞　

角
田　

隆
政
、高
橋　

勇　

▽
銀
賞　

高
橋　

文
雄
、

山
崎　

好
明
、
山
崎　

英
治　

▽
銅
賞　

高

▽
特
賞　

吉
谷　

誠　

▽
金
賞　

吉
谷　

信

夫　

▽
銀
賞　

吉
谷　

徹
、
繁
田　

悦
男　

▽
銅
賞　

佐
藤　

宏
栄
、
吉
谷　

新
一
、
繁

田　

悦
男　

▽
努
力
賞　

中
村　

正
喜
、
吉

谷　

悟
、
吉
谷　

新
一

（
出
品
50
点
、
入
賞
10
点
）

▼
鳥
井
野
支
会

▽
優
秀
賞　

三
上　

正
博　

▽
金
賞　

山
田

年
春　

▽
銀
賞　

大
高　

範
之
、
山
田　

年

春　

▽
銅
賞　

大
高　

真
二
、
山
田　

年
春

▽
努
力
賞　

三
上　

剛
経
、
山
田　

清
光
、

佐
藤　

和
也

（
出
品
18
点
、
入
賞
９
点
）

▼
如
来
瀬
支
会

▽
金
賞　

玉
田　

弘
美　

▽
銀
賞　

田
沢　

各
支
会
・
青
年
部
な
ど

県
内
50
ヶ
所
で
開
催

平成27年度　各支会開催りんご品評会入賞成績
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峰
之　

▽
第
６
席　

中
嶋

義
仁　

▽
第
７
席　

外
川

文
夫　

▽
銀
賞　

長
尾　

博
人
、
中
嶋　

義
仁
、
小

笠
原　

諭
、
外
川　

順
春

③
、
外
川　

文
夫
、
桑
田

力
、
工
藤　

祐
二
▽
銅
賞

中
嶋　

義
仁
、
小
笠
原　

芳
征
、
桑
田　

力
④
、
外

川　

公
章
②
、
外
川　

智

也
②
、
外
川　

文
夫
③
、

外
川　

精
彦
、
外
川　

俊

之
、
外
川　

智
志　

吹
田

成
功
、
小
笠
原　

真
久
、

外
川　

伸

（
出
品
71
点
、
入
賞
35
点
）

▼
唐
竹
支
会

▽
優
賞　

内
山　

儀
和　

▽
金
賞　

内
山　

国
仁
、

津
軽
南
・
東
青
地
区

北
五
・
西
地
区

県　

南　

地　

区

▼
ゴ
ー
ル
ド
農
園

［
葉
と
ら
ず
ふ
じ
の
部
］

▽
金
賞　

桑
田　

力　

▽
銀
賞　

桑
田　

力
、岩
崎　

貴
宏　

▽
銅
賞　

田
澤　

正
忠
、

石
岡　

壮
一
郎
、
中
嶋　

篤
志　

▽
り
ん
ご

協
会
会
長
賞　

桑
田　

力　

▽
り
ん
ご
協
会

特
別
賞　

成
田　

秀
一　

▽
ゴ
ー
ル
ド
農
園

社
長
賞　

斉
藤　

英
文　

▽
ゴ
ー
ル
ド
農
園

り
ん
ご
の
会
会
長
賞　

葛
西　

正
義

（
出
品
38
点
、
入
賞
10
点
）

佐
藤　

博
久
、
内
山　

瑛
裕　

▽
銀
賞　

谷

口　

秀
樹
、
佐
藤　

博
久
、
猪
股　

政
孝
、

相
馬　

順
哉　

▽
銅
賞　

内
山　

国
仁
、
相

馬　

順
哉
②
、
佐
藤　

博
久
、
相
馬

浩
次
②
、
谷
口　

秀
樹
、
原
田　

忠
久

（
出
品
64
点
、
入
賞
16
点
）

▼
町
居
支
会

▽
金
賞　

櫛
引　

公
康　

▽
銀
賞　

葛
西　

理
人
、
山
口　

康
也　

▽
銅
賞　

葛
西　

努

②
、
今
井　

信
仁（

出
品
25
点
、
入
賞
６
点
）

▼
尾
崎
支
会

▽
優
賞　

工
藤　

一
之　

▽
金
賞　

八
木
橋

静
宏
、中
嶋　

正　

▽
銀
賞　

中
嶋　

勝
美
、

長
内　

勉　

▽
銅
賞　

三
浦　

浩
一
、
八
木

逸品を審査する

▼
石
名
坂
支
会

▽
金
賞　

佐
藤　

久
直
②
、
佐
藤　

弘
記
②

▽
銀
賞　

斉
藤　

明
彦
②
、
佐
藤　

有
正
、

倉
内　

信
一
、
加
藤　

裕
久
、
佐
藤　

秀
之

▽
銅
賞　

木
村　

篤
志
、
木
村　

功
②
、
木

村　

信
夫
②
、
佐
藤　

幸
春
②
、
木
村　

滋
、

倉
内　

信
一
、
佐
藤　

宗
男

（
出
品
43
点
、
入
賞
20
点
）

［
石
名
坂
支
会
青
年
部
］

▽
優
等
賞　

木
村　

亮
太　

▽
金
賞　

木
村

篤
志　

▽
銀
賞　

佐
藤　

久　

▽
銅
賞　

木

村　

亮
太
、
木
村　

功
（
出
品
22
点
、
入
賞
５
点
）

▼
花
巻
支
会

▽
金
賞　

工
藤　

昭
仁　

▽
銀
賞　

佐
々
木

義
浩　

▽
銅
賞　

佐
々
木　

博
光　

▽
努
力

二
三
、
佐
々
木　

孝
雄
、
佐
々
木　

福
栄　

▽
銅
賞　

佐
々
木　

孝
雄
、佐
々
木　

鋼
生
、

佐
々
木　

春
彦
②
、
船
水　

廣　

▽
努
力
賞

山
中　

寛
幸
、
佐
々
木　

慎
、
船
水　

廣
、

浅
利　

忠
男
、
成
田　

志
郎

強
風
に
も
負
け
ず

逸
品
が
並
ん
だ

▼
向
陽
支
会

▽
金
賞　

赤
平　

勝　

▽
銀
賞　

成
田　

厚

子
、成
田　

光
市　

▽
銅
賞　

赤
平　

達
昭
、

赤
平　

源
逸　

▽
努
力
賞　

赤
平　

雄
宏
、

赤
平　

一
夫
、
赤
平　

良
一

（
出
品
28
点
、
入
賞
８
点
）

▼
沖
館
支
会

▽
優
賞　

田
中　

祐
一　

▽
金
賞　

中
田　

伸
、中
田　

哲
之　

▽
銀
賞　

田
中　

敏
夫
、

田
中　

雅
之
、
岩
渕　

正
之
、
今
井　

昇
、

田
中　

勝
徳　

▽
銅
賞　

田
中　

安
信
、
久

我　

実
、
三
浦　

良
孝
、
三
浦　

城
志
郎
、

三
浦　

藤
市
、
三
浦　

藤
男
、
田
中　

祐
一

（
出
品
30
点
、
入
賞
15
点
）

▼
新
館
支
会

▽
金
賞　

小
野　

貴　

▽
銀
賞　

山
口　

満
、中
田　

義
明　

▽
銅
賞　

斉
藤　

俊
正
、

小
野　

洋
貴　

▽
努
力
賞　

山
口　

秀
幸
、

小
野　

清
幸

（
出
品
23
点
、
入
賞
７
点
）

▼
広
船
支
会

▽
最
優
秀
賞　

外
川　

文
夫　

▽
優
秀
賞　

桑
田　

力　

▽
第
３
席　

桑
田　

力　

▽
第

４
席　

外
川　

俊
之　

▽
第
５
席　

工
藤　

橋　

義
光

（
出
品
21
点
、
入
賞
７
点
）

▼
金
屋
支
会

▽
優
賞　

駒
井　

貞
蔵　

▽
金
賞　

駒
井　

隆
則　

▽
銀
賞　

駒
井　

雅
彦
、
森
内　

裕

貴　

▽
銅
賞　

佐
藤　

佳
克
、森
内　

和
子
、

森
内　

健
一

（
出
品
25
点
、
入
賞
７
点
）

▼
長
坂
支
会

▽
第
１
席　

成
田　

勝　

▽
第
２
席　

村
上

日
出
人　

▽
第
３
席　

村
上　

千
尋　

▽
第

４
席　

村
上　

日
出
人

（
出
品
20
点
、
入
賞
４
点
）

▼
高
館
支
会

▽
第
１
席　

工
藤　

正
彦　

▽
第
２
席　

津

川　

博
征　

▽
第
３
席　

木
立　

等

（
出
品
34
点
、
入
賞
３
点
）

賞　

工
藤　

昭
則（

出
品
13
点
、
入
賞
４
点
）

▼
元
長
峰
支
会

▽
金
賞　

山
田　

敏
彦　

▽
銀
賞　

工
藤　

勉　

▽
銅
賞　

山
田　

直
博

（
出
品
10
点
、
入
賞
３
点
）

▼
八
幡
館
支
会

▽
金
賞　

阿
保　

萬
成
、
三
浦　

睦
夫
、
土

岐　

昭
一
、
對
馬　

紘
一　

▽
銀
賞　

三
浦

睦
夫
、
對
馬　

紘
一
、
三
浦　

夕
起
子　

▽

銅
賞　

對
馬　

照
子
、
阿
保　

庸
子
、
土
岐

昭
一

（
出
品
19
点
、
入
賞
10
点
）

▼
森
山
支
会

▽
優
等
賞　

山
中　

寛
幸　

▽
金
賞　

佐
々

木　

一
二
三
、
佐
々
木　

慎　

▽
銀
賞　

小

田
桐　

勉
、
佐
々
木　

鋼
生
、
佐
々
木　

一

▼
飯
田
支
会

▽
金
賞　

葛
西　

利
至　

▽
銀
賞　

高
杉　

久
明　

▽
銅
賞　

佐
藤　

勝
栄
、
佐
藤　

憲

康　

▽
も
う
１
歩
賞　

葛
西　

昭
博
、
葛
西

育
雄

（
出
品
13
点
、
入
賞
６
点
）

▼
丸
博
支
会

▽
優
賞　

植
野　

純
司　

▽
金
賞　

斉
藤　

寿　

▽
銀
賞　

斉
藤　

幸
寿　

▽
銅
賞　

吹

田　

修
、
青
山　

貴
一
郎　

▽
努
力
賞　

植

（
出
品
28
点
、
入
賞
18
点
）

▼
大
根
子
支
会

▽
優
賞　

工
藤　

雅
博　

▽
金
賞　

菊
地　

司　

▽
銀
賞　

菊
地　

司
、
工
藤　

雅
博

（
出
品
17
点
、
入
賞
４
点
）

野　

勝
実
、
青
山　

謙
一

（
出
品
８
点
、
入
賞
７
点
）

▼
野
中
支
会

▽
優
等
賞　

松
山　

好
貴　

▽
金
賞　

三
上

理
知　

▽
銀
賞　

今　

正
利
、
今　

柾
明　

▽
銅
賞　

今　

正
利
、
今　

隆
永
、
今　

柾

明　

▽
努
力
賞　

福
田　

大
、鳴
瀬　

秀
徳
、

三
上　

文
男
、
杉
沢　

靖
弘
、
松
山　

弘
憲

（
出
品
23
点
、
入
賞
12
点
）

▼
門
前
支
会

▽
優
賞　

馬
場　

誠　

▽
金
賞　

佐
々
木

豊
彦
、
沖
田　

勝
裕　

▽
銀
賞　

佐
々
木　

秀
行
、沖
田　

貴
之　

▽
銅
賞　

貝
守　

広
、

馬
場　

誠

（
出
品
16
点
、
入
賞
７
点
）

▼
舘
梅
内
支
会

▽
第
１
席　

山
田　

敏
実　

▽
第
２
席　

越

後　

一
雄　

▽
第
３
席　

畑
中　

茂
喜

（
出
品
17
点
、
入
賞
３
点
）

《
お
断
り
》

　

〇
内
の
数
字
は
、
入
賞
が
重
複
し
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

（
例
：
青
森　

太
郎
②
＝
２
点
入
賞
）

青
森
県
り
ん
ご
わ
い
化
栽
培
技
術
研
究
会

詰
め
、
流
し
剪
定
技
術
公
開
と

検
討
会
の
参
加
者
募
集
！

▼
日
時　

平
成
28
年
１
月
18
日
（
月
）　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

▼
場
所　

り
ん
ご
研
究
所
圃
場　

黒
石
市
大
字
牡
丹
平
字
福
民
24

▼
内
容　

①
詰
め
剪
定
・
流
し
剪
定
実
技　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　

講
師
：
櫻
庭
郁
夫
氏
、
津
川
昭
寛
氏
、
相
馬　

豊
氏
、
大
平
一
仁
氏

　
　
　
　

②
検
討
会　

午
後
３
時
40
分
～
４
時
30
分

　
　
　
　
　

講
師
：
剪
定
講
師
陣
及
び
り
ん
ご
研
究
所
栽
培
部

　
　
　
　

※
一
般
生
産
者
：
１
０
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

▼
申
込
方
法　

申
し
込
み
締
め
切
り
は
１
月
15
日
（
金
）
厳
守
。
参
加
希
望
者
は
本
会
わ

　

い
化
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７
２
―
２
７
―
６
０
０
６

平成27年度　各支会開催りんご品評会入賞成績
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▼
収
量
落
と
さ
ず
品
質
向
上

　

相
馬
さ
ん
は
与
え
ら
れ
た
樹

を
見
て
、
樹
勢
が
強
い
印
象
を

受
け
、
花
芽
が
弱
い
よ
う
に
感

　

▼
…
「
母
な
る
大
地
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
大
地
、
つ

ま
り
土
で
あ
る
が
、
地
球
上
の

様
々
な
も
の
の
生
み
の
親
で
あ

り
、
土
は
母
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
土
壌
中
に
は

様
々
な
動
物
の
ほ
か
に
、
肉
眼

で
は
見
え
な
い
多
数
の
微
生
物

が
生
存
し
て
い
る
。

　

▼
…
コ
ー
ヒ
ー
ス
プ
ー
ン
一

杯
の
土
の
中
に
は
億
単
位
の
微

生
物
が
お
り
、
そ
れ
ら
は
関
連

し
な
が
ら
共
存
し
て
い
る
。
微

生
物
の
研
究
者
は
微
生
物
に
は

不
可
能
が
な
い
と
い
う
。
そ
れ

ほ
ど
微
生
物
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
万
能
選
手
、
無
限

の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
が
ま

だ
ま
だ
未
知
の
世
界
の
よ
う

だ
。
微
生
物
が
作
り
出
し
、
他

の
微
生
物
を
殺
し
た
り
増
え
る

の
を
押
え
る
も
の
を
抗
生
物
質

と
い
う
が
、
土
の
微
生
物
は
人

命
を
救
う
の
で
あ
る
。

　

▼
…
平
成
27
年
度
の
ノ
ー
ベ

ル
医
学
生
理
学
賞
は
大
村
智
・

北
里
大
特
別
栄
誉
教
授
ら
に
贈

ら
れ
た
。
世
界
で
最
も
貧
し
い

何
億
人
も
の
人
々
を
悩
ま
せ
た

寄
生
虫
の
感
染
症
で
あ
る
河
川

盲
目
症
（
角
膜
の
炎
症
）
と
象

皮
症
（
皮
膚
が
硬
く
変
化
）
と

い
う
病
気
の
治
療
薬
の
開
発

で
、
病
気
は
劇
的
に
減
り
、
10

年
以
内
の
根
絶

も
夢
で
は
な
く

な
っ
た
と
い

う
。
大
村
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
微

生
物
の
力
を
借
り
て
い
る
だ
け

だ
と
い
う
。
ゴ
ル
フ
場
の
土
壌

で
見
つ
け
た
放
線
菌
の
一
種

が
「
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
」
と
い

う
物
質
を
つ
く
る
こ
と
を
見
つ

け
、
動
物
の
寄
生
虫
を
退
治
す

る
こ
と
を
発
見
、
細
菌
の
作
り

出
す
抗
菌
物
質
か
ら
治
療
薬
開

発
に
結
び
つ
け
た
。
大
村
教
授

は
他
に
も
微
生
物
が
つ
く
る
有

用
な
物
質
を
数
多
く
見
つ
け
、

そ
の
う
ち
20
種
類
以
上
が
薬
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

▼
…
現
在
の
難
病
は「
が
ん
」

で
あ
る
が
、
70
年
ほ
ど
昔
は
伝

染
病
「
肺
結
核
」
で
あ
っ
た
。

肺
炎
も
高
い
死
亡
率
で
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
早
期
発
見
す
れ

ば
、
そ
れ
ほ
ど
難
病
で
は
な
く

な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
フ
レ

ミ
ン
グ
博
士

が
研
究
室
の

数
多
い
培
養

皿
（
細
菌
を
増
や
す
容
器
）
の

中
で
、
青
カ
ビ
が
作
り
出
す
あ

る
物
質
が
ブ
ド
ウ
状
菌
を
殺
す

こ
と
を
偶
然
発
見
し
た
。
そ
の

物
質
を
ペ
ニ
シ
リ
ン
と
名
付
け

て
発
表
し
た
。
青
カ
ビ
は
、
実

は
土
の
中
で
育
ち
風
に
よ
っ
て

フ
レ
ミ
ン
グ
博
士
の
作
っ
た
培

養
皿
に
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
製
薬
さ
れ

る
ま
で
10
年
ほ
ど
か
か
っ
た
が

肺
炎
や
大
戦
後
の
傷
口
の
ウ
ミ

で
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち
の
命

が
ペ
ニ
シ
リ
ン
で
救
わ
れ
て
い

る
。

　

▼
…
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
発
見
は

土
壌
微
生
物
の
関
心
を
高
め

た
。
ア
メ
リ
カ
の
土
壌
細
菌
学

の
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
博
士
は
結
核

菌
を
殺
す
薬
を
放
線
菌
に
狙
い

を
つ
け
、
有
望
な
放
線
菌
を
探

し
続
け
約
１
万
個
の
放
線
菌
の

中
か
ら
一
つ
の
放
線
菌
を
土
の

中
か
ら
探
し
当
て
た
。
こ
の
放

線
菌
が
出
す
結
核
に
よ
く
効
く

薬
は
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
と

名
付
け
ら
れ
、
死
の
病
気
、
肺

結
核
か
ら
多
く
の
人
が
救
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

▼
…
微
生
物
の
魅
力
は
そ
の

意
外
性
に
あ
り
、
そ
の
意
外
性

が
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
問
題
を

解
決
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
の

期
待
感
を
持
た
せ
る
。
農
業
に

関
し
て
は
次
回
に
し
た
い
。

工
藤　

亞
義

 【
産
地
市
場
動
向
】

弘
果
・
弘
前
中
央
青
果

1
月
1
～
9
日
の
市
況

（
円
／
１
箱
20
㌔
・
前
年
比
％
）

ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド　

３
７
５
０　

９
５

王　
　

林　
　
　
　

２
５
６
０　

８
４
・
４

有
袋
ふ
じ　
　
　
　

２
０
５
５　

１
０
３
・
８

サ
ン
ふ
じ　
　
　
　

３
７
９
５　

１
２
２
・
９

　

１
月
９
日
時
点
で
の
り
ん
ご

全
体
の
上
場
数
は
前
年
比
１
０

０
・
２
％
、
単
価
は
同
比
１
１

６
・
４
％
。
依
然
と
し
て
堅
調

な
価
格
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、選
果
を
し
っ
か
り
す
る
。

【
消
費
地
市
場
動
向
】

1
月
1
～
9
日
時
点

　

訂　

正

　

本
紙
１
月
１
日
付
新
年
号
の

株
式
会
社
弘
果
物
流
様
の
広
告































　

今
月
７
、
８
日
に
行
わ
れ
た
新
春
剪
定
大
会
は
、
今
年
か
ら
開
催
場
所
と
剪
定
講
師
を
新
た

に
開
催
し
た
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、
津
軽
地
区
と
県
南
地
区
に
お
い
て
剪
定

講
師
を
務
め
ら
れ
た
９
名
の
方
に
１
年
目
の
剪
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
３
年
後
の
目
標
に
つ
い
て

伺
っ
た
。
第
１
弾
は
、
津
軽
地
区
の
丸
葉
の
講
師
を
務
め
ら
れ
た
４
名
を
紹
介
す
る
。

し
た
い
と
話
し
た
。

　

１
年
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
う

と
主
枝
や
亜
主
枝
の
太
さ
に
対

し
て
、樹
勢
が
強
く
太
い
側
枝

を
剪
去
し
て
、結
果
母
枝
に
は

果
台
枝
あ
が
り
の
枝
を
多
く
着

け
る
よ
う
に
意
識
し
た
と
い

う
。

■
鶴
田
町
間
山
支
会

出
町　

潤
逸
氏
（
57
歳
）

▼
ま
ず
は
樹
を

し
っ
か
り
観
察
す
る

【
丸
葉
台
樹
】

■
鶴
田
町
瀬
良
沢
支
会

成
田　

文
一
氏
（
65
歳
）

▼
既
存
の
枝
を
活
か
し
つ
つ

　

成
田
さ
ん
は
今
回
剪
定
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
樹
を
見
た
印

象
と
し
て
、
主
枝
や
亜
主
枝
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
太
い
枝
の

多
く
が
共
枝
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
加
え
て
そ
れ
ら
の
枝
の

同
じ
箇
所
や
高
さ
か
ら
出
て
い

る
も
の
が
目
に
付
い
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
３
年
間
か
け
て

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
株
式
会
社
を
は
じ
め
津
軽
り
ん
ご
市

場
、
五
所
川
原
中
央
青
果
に
お
い
て
５
日
、
新
春
恒
例
の
り

ん
ご
初
市
が
開
催
さ
れ
た
。
27
年
産
は
、
10
月
に
２
度
に
わ

た
る
強
風
被
害
を
受
け
た
も
の
の
着
色
や
食
味
、
海
外
輸
出

が
好
調
で
あ
り
、
弘
果
弘
前
中
央
青
果
で
は
、
同
日
取
引
さ

れ
た
全
品
種
と
も
前
年
を
上
回
る
価
格
と
な
っ
た
。

　

同
青
果
の
葛
西
静
男
専
務

は
「
食
味
が
良
い
こ
と
が
価

格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、

生
産
者
は
改
め
て
食
味
の
良

い
り
ん
ご
作
り
を
自
覚
し
て

い
る
と
思
う
。
今
後
と
も
続

け
て
欲
し
い
。」
と
し
、
新
年

幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
た
と
語
っ
た
。

説明しながら鋸を入れる相馬さん

丁寧に観察しながら剪定する成田さん

見ている生産者に説明する出町さん

沢山の生産者に説明する成田さん

活発な取引の様子

▼
概
況

①
本
会
恒
例
の
新
春
剪
定
大
会
は
７
日
に
鶴
田
町
廻
堰
、
翌
８

日
に
は
三
戸
町
泉
山
で
開
催
さ
れ
、
３
年
間
の
初
年
度
と
な

る
本
年
は
昨
年
を
上
回
る
総
勢
１
３
０
０
人
が
集
ま
り
盛
況

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
昨
年
末
か
ら
小
雪
で
推
移
し
て
い
ま
す
。気
象
台
の
12
月
積
雪
深

は
29
㌢
で
、昨
年
１
７
８
㌢
と
比
べ
る
と
16
％
に
な
り
ま
し
た
。

③
年
明
け
後
も
降
雪
は
少
な
く
、
山
手
で
は
例
年
よ
り
剪
定
作

業
が
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。

▼
弱
小
芽
が
多
い
傾
向

①
花
芽
分
化
率
は
ほ
ぼ
例
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
弱
小

芽
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
昨
年
、
着
果
量
が
多
く
夏
場
の
干
ば
つ
の
影
響
を
受
け
た
樹

で
は
花
芽
の
質
が
良
く
な
い
よ
う
で
す
。
樹
体
の
花
芽
を
確





























（
１
月
15
日
～
24
日
） 

認
し
な
が
ら
、
丁
寧
な
剪
定
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
高
品
質
安
定
生
産
へ
向
け
て

①
整
枝
剪
定
の
大
原
則
は
良
品
生
産
、
隔
年
結
果
防
止
、
樹
体

維
持
で
す
。

②
り
ん
ご
樹
は
生
物
で
す
。
樹
に
よ
り
状
態
が
違
う
こ
と
を
理

解
す
る
た
め
に
も
、
花
芽
や
枝
の
伸
び
を
よ
く
観
察
し
な
が

ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
安
定
生
産
に
は
結
果
枝
の
確
保
が
重
要
で
す
。
自
然
災
害
の

被
害
軽
減
も
考
慮
し
て
成
り
枝
を
残
す
剪
定
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

▼
切
口
保
護
を
早
め
に

　
　

剪
定
し
た
切
口
に
は
で
き
る
だ
け
そ
の
日
の
う
ち
に
バ
ッ

チ
レ
ー
ト
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
『
今
旬
の
作
業
』
で

　
　
　
　
　
　
　

良
品
生
産
に
繋
げ
ま
し
ょ
う

　

出
町
さ
ん
は
、
樹
の
印
象
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
毎
に

枝
の
伸
び
具
合
や
素
質
を
し
っ

か
り
と
観
察
し
た
際
に
樹
勢
が

強
い
と
感
じ
た
と
話
す
。
３
年

後
の
目
標
と
し
て
は
、
樹
全
体

の
伸
び
を
見
な
が
ら
空
間
を
最

大
限
に
利
用
し
た
樹
形
と
な
る

よ
う
に
剪
定
し
、
今
よ
り
収
量

を
落
と
す
こ
と
な
く
毎
年
少
し

で
も
増
え
る
よ
う
意
識
し
て
い

く
と
し
た
。

　

今
年
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は

樹
勢
が
全
体
的
に
強
め
で
あ
る

と
感
じ
た
こ
と
か
ら
、落
ち
着

か
せ
る
た
め
に
も
極
力
り
ん
ご

を
成
ら
せ
る
よ
う
に
枝
を
配
置

し
た
。ま
た
、部
位
に
よ
っ
て
は

多
少
強
い
枝
で
も
と
り
あ
え
ず

我
慢
し
て
残
し
、花
芽
が
着
い

て
か
ら
整
理
し
、将
来
的
に
は

樹
勢
を
落
ち
着
か
せ
る
よ
う
に

考
え
て
剪
定
し
た
と
話
す
。

■
弘
前
市
湯
口
支
会

成
田　

淳
逸
氏
（
50
歳
）

▼
減
収
さ
せ
な
い
こ
と

　

成
田
さ
ん
は
剪
定
す
る
樹
と

向
き
合
っ
た
際
に
、
全
体
的
に

樹
勢
が
強
く
主
枝
に
対
し
て
亜

主
枝
の
候
補
と
な
る
よ
う
な
太

い
枝
が
多
い
こ
と
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
位
で
更
新
す
る
た

め
の
枝
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
た
と
い
う
。
３
年

後
は
と
に
か
く
現
状
よ
り
減
収

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
少
し
で
も

収
量
が
上
が
る
よ
う
な
枝
を
多

く
着
け
、
毎
年
品
質
の
良
い
り

ん
ご
を
獲
れ
る
よ
う
に
し
て
終

わ
れ
れ
ば
い
い
と
話
し
た
。

　

今
年
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
母
枝

に
対
し
て
太
く
大
き
い
枝
を
外

新
春
剪
定
大
会
講
師
陣
に
聞
く

１
年
目
の
ポ
イ
ン
ト

産
地
市
場
で
初
市

活
発
な
取
引
で
価
格
堅
調

微
生
物
の
力
⑴

凛
吾
コ
ラ
ム

（
円
／
㌔
・
前
年
比
％
）

▼
東
京
・
東
一
青
果

ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド　

３
４
８　
　

８
９
・
６

シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド　

２
９
４　
　

１
２
６
・
９

王　
　

林　
　
　
　

３
２
６　
　

１
４
９
・
７

ふ　
　

じ　
　
　
　

３
０
６　
　

１
１
０

▼
大
阪
・
中
央
青
果

ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド　

４
１
２　
　

１
２
１

王　
　

林　
　
　
　

２
７
９　
　

１
４
５

サ
ン
ふ
じ　
　
　
　

３
０
１　
　

１
２
７

に
つ
い
て
代
表
取
締
役
社
長
が

大
中
忠
氏
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、大
中
徹
氏
の
間
違
い
で
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

し
、
そ
の
分
結
果
枝
に
は
あ
ま

り
鋏
入
れ
を
せ
ず
、
養
分
の
流

れ
と
花
芽
を
よ
く
観
察
し
な
が

ら
丁
寧
に
剪
定
を
行
い
、
今
年

の
反
応
を
見
る
よ
う
に
意
識
し

た
と
話
す
。

■
平
川
市
唐
竹
支
会

相
馬　

浩
次
氏
（
48
歳
）

既
存
の
主
枝
や
亜
主
枝
を
利
用

し
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
、
発

出
部
位
の
高
さ
に
も
変
化
を
つ

け
る
こ
と
で
、
雪
等
に
よ
る
折

損
被
害
が
出
に
く
い
よ
う
な
樹

形
に
し
て
い
く
。
更
に
、
成
り

枝
を
多
く
着
け
て
少
し
で
も
多

く
り
ん
ご
を
成
ら
せ
る
よ
う
に

じ
た
と
い
う
。
３
年
後
の
最
終

的
な
目
標
と
し
て
は
、
現
状
で

主
枝
は
２
本
と
決
ま
っ
て
い
た

た
め
、
そ
れ
を
利
用
し
な
が
ら

素
質
の
良
い
成
り
枝
を
着
け
て

い
き
、
収
量
を
落
と
す
こ
と
な

く
品
質
の
良
い
り
ん
ご
を
少
し

で
も
多
く
獲
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
行
く
と
し

た
。

　

そ
こ
で
、
１
年
目
の
今
回
は

樹
勢
の
調
整
を
す
る
と
い
う
こ

と
を
１
番
の
方
針
と
し
、
あ
ま

り
大
き
く
剪
去
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
採
光
や
薬
剤
散
布
の
妨
げ

に
な
る
よ
う
な
大
き
な
立
枝
を

剪
去
し
、
鋏
入
れ
に
関
し
て
は

弱
小
芽
を
多
少
落
と
し
た
程
度

と
話
し
た
。


